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　八丈島住民 の うち坂 下 地 区 （三 根，大賀郷）お よ び坂 上 地区 （樫立 ， 末吉 ， 中之郷）に おけ る 15歳以上

の 7946名を対象と して ス ギ花粉症 の ア ン ケ ート調査を行 っ た と こ ろ 回収率は21．3％であ り， 春先 （2月

末か ら 3 月下旬）に 鼻症状 3 項 目以上 と眼症状 2項 目とを同時に有す る例は坂下地 区で 1，8％ ， 坂上地 区

で 0．3％ で あ り，八 丈 島住民 の うち L5 ％ に ス ギ花粉症 を疑わ せ る例が見 出された．有症状例 に行 っ た ス

クラ ッ チ テ ス トで 9．2％の例がス ギ抗原陽性であ り， IgE　RASrT　score 　2以上 の例は 12，1％で あ っ た．平

成 4 年 2 月11日か ら 3月31日まで の 最高 ス ギ花粉飛散数は坂下地区 で 3 月 6 日に 74個／cm2 で あり，坂下

地 区で は同日の 127個／cm2 で あ っ た．

　東京か ら290km も離れた大海の孤島で あ る 八 丈島に お い て も，わずか で はあるがス ギ花粉症 の 存在が

認 められた．
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は じめ に 対象 と方法

　わが 国 に お い て ス ギ花粉症 の 存在が明 らか に な っ て

以 来 ， 各地 で の ス ギ花粉調査 が詳細 に行 わ れ て き て お

り，近年 で は マ ス メ デ ィ ア に お い て も花粉情報が頻繁

に流 さ れ る に 至 っ て い る．ス ギ花粉症 の 研究は ， こ れ

ま で に 全国各地 をほ ぼ 網罹 し て 行われ て きたが ，い わ

ゆ る 離島 に お け る本症 の 存在 は 知 られ て い なか っ た．

そ こで 筆者 らは 伊 豆 七島の
一つ で ある伊豆大島住民 に

対 す る ス ギ花粉症 ア ン ケー ト調査 を行 い
， そ の 結果 ス

ギ花粉 症 推定頻度 は 5．6％ で あ り ， ス ギ の 植林が 見 られ

る離島 に お い て も本症 が 住民 を悩 ます重 要な疾患 の
一

つ で あ る こ と を報告 し た
1）．

　今 回われわれ は，伊 豆 大島住民 に 対 し て 行 っ た 同様

の 方法で ， 伊豆七島最南の 八 丈島住民 を対象 として ス

ギ花粉症調査 を行 っ た の で 報 告する．
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　対象は東京都八 丈島の 三 根，大賀郷 （以下，坂下地

区 と略す） と樫立 ， 末吉 お よ び中之郷 （以下 ， 坂上地

区 と略す） に在住の 15歳以 上 の 7946名で あ る．方法 は

伊 豆 大島 の 調査 の 際 に 用 い た も の と 同様の ア ン ケ ート

用紙 を使用 し ， 配布 （平成 2年10月）お よ び回収は 郵

送 に て行 っ た ．ア ン ケ ート内容は Table　lの ご と くで

あ り，鼻症状 として 鼻水，くしゃ み ， 鼻づ ま り， 体 の

熟 っ ぼ さ で あ り， また 目の 症状 と し て か ゆ み ，涙で あ

る．各々 の 項 目 に つ い て の 有無 と，有 りの 場 合 に は そ

れ が一・
年中 か ， 春先 か ， そ れ 以外の時期か を各項目ご

と に ○ を つ け て も ら い 回答 を得 た ．大島 の 際 に は 皮膚

症状 の 有無 も調 べ たが
， 春先 に 有 りと答 えた例の うち

慢性の皮膚疾患 を有し て い る例が 少な か らず存在す る

こ とが 後 に 判明 し，われわれが用 い た内容 の 質問 で は

ス ギ花粉に よ る皮膚症状か否か を判断し に くい た め今

図 は 省 い た．一
年 を 通 し て 温暖 で あ る 八 丈 島 で も 1

〜 2 月 は 気温 が 低 く住民 は冬 と 感 じて お り，

一
般 に 春

が 来 た と認識 す る の は フ リ
ー

ジ ア が 咲 く 3月中句〜下

旬以 降で あ る とい う．し た が っ て ， 本調査 に お け る 「春

先」 と は 2月末か ら 3 月下旬 ま で を 指 し て い る．
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Table ユ　The　questiorlnaire 　fonn　used
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｝
・
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　 　 　 　 　 　 　 〔 丿No
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？
Q

〕
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Table 　2　Questionnaire　return 　 rate 　according

　 　 　 　 　 　 　 亡odistrict

Skin
　
sympt ° m

田
゜

）闇呂
have ’tchlng °f

　y
° u 「 sl （m ？

　　　　　　　 （　丿Yes−all　soas り n　 eady ＄prm9 ，0ther

　ア ン ケ
ー

トに よる春先 の 症状 「あ り」 と答えた例 に

対 して は皮膚テ ス トお よ び血液検査 を 行 う 日 を あ ら か

じ め手紙に て 連絲し て お き ， 筆者 ら が 現地 に お もむ き

検査 を施行 した．皮膚 テ ス トは ス クラ ッ チ に て ス ギ花

粉 ，
ハ ウ ス ダス トお よ びカ モ ガ ヤ花粉の 3種 を行 い

，

血液検査 は 正gE 　RlST とス ギ，
ハ ウ ス ダス ト， ダ ニ に

対す る IgE　RAST 　score を調 べ た．実施 日は平成 3年

3月21日， 4月 21「1， 9 月22日の 3 回で あ る．

　 ス ギ花粉の 採取は Durham の 標準 花粉採取器
2｝3〕

を

坂 下地 区の 町 立 八 丈病院屋．ヒと坂 上 地 区 の 中之 郷公 民

館 の 庭先 （地上 1．5m ）の 2 カ所 に 設置 し，表面 に あ ら

か じめ ワ セ リ ン を塗布 した ス ラ イ ドグ ラ ス を24時間固

定 して ， 毎朝 9 時に取 り替え た．採取期間は平成 4 年

2 月 ユ1口か ら 3 月31日ま で の 毎 日で あ る．ス ギ花粉飛

散数 の 計測 は
，
Calberla液（グ リ セ リン 5m1 ，95％ ア ル

コ ール IOml， 蒸留水 15ml， 2滴 の 飽和 フ ク シ ン 液 を混

合した もの ）をス ラ イ ドグ ラ ス に か け て染色 した の ら

18Xl8mm の カ バ ーグラ ス に の せ，3．24cmzの ス ギ花

粉総数 を光学顕微鏡 に て 算定 し 1cm2 当 た りの 個数 に

換算 し た．

結　果

1．地区別 ア ン ケート回 収率 （Table 　2）

　坂 下地区 で は住民 5962名の う ち13〔〕7名 （21．9％） か

ら の 回答を 得，
一

方坂上 地 区で は2002名の うち 387名

（19．3％〉か らの 回答 を得 た。全体 で は 21．3％ の 回収率

で あ っ た．

2．回収例の 年齢分布 （Fig．1）

　坂下地区 に お い て 男女共3e歳以 ドの例 が もっ とも少

な く194名 で あり（14．8％），次 い で 31〜50歳 の 例が498

名 （38．1％），51歳以 上 の 例 が も っ と も 多 く593名 ，

46．1％を占め て い た．不 明が 22名存在 した．
一・
方，坂

i：地 区で も若年者が少な く30歳 以
．
ドは 36名 （9 ，3％〉，

31〜50歳 の 例 は 103名 （26．6％），5L歳以上 の 例 は 244名 ，

63．0％ と坂 ド地 区よ り も高齢者の 占め る割合が高か っ

た。不 明例は 4 名に 認 め られ た ．各年齢別 の 回収率 は ，

年齢不明例が 坂下地 区で 22名 ， 坂…L地区で 4 名 に 認 め

られ た た め 正 確 と はい い が た い が ，それ ら を除 くと坂

ド地 区で 30歳以
一
ドエ065名中18．2％ ， 31〜50歳2224名中

22．4％ ， 51歳以 上 2675名中22．2％ で あ り， 坂 上地区で

は そ れ ぞ れ 285名中12．6％，578名中17．8％，1136名「中

21．5％ で あ り両地区 と も若年者 で の 回収率 が 低 い もの

の ， 実際 の 住民数 も51歳以一ヒの 例 は 坂 ］
「
で 44．9％ ， 坂

下 で 56．8％ と Fig．1 と同様 に 高齡者の 割合は 大 き い ．

3．ア ン ケ ート調査結果 （春先 に 「
．
は い 」 と答えた例）

D 鼻 の 症状 （Table　3）

　鼻水 ， く し ゃ み ， 鼻 づ ま りお よ び熱 っ ぽ さ の 有症状

率は表の ご と くで あ る．三 つ 以 上 の症状 を有す る例は

坂下地 区で 1307名中43名 （3，3％ 〉で あ り，坂上 地区 で

は387名中 6 名 （ユ．6％）と坂下地 区に 比 べ て 低率 で あ っ

た．

2）目の 症状 （Table 　4）

　涙 お よ び か ゆ み の 有症状率は 表の ご と くで あ り ，
二

つ と も症 状 を 有す る 例 は 坂 ド地 区で 1307名 中45名

（3．4％） で あ り， 坂 ヒ地区 で 387名中 7名 （1，8％〉 と

坂下地 区に 比 べ て 低率で あ っ た．

3） ス ギ 花粉症 の 推定 （Table　5）

　鼻 の 症状 が 三 っ 以 ヒと 目の 症状二 つ を 同 時 に有 す る

例 は坂下地区で 1307g「中24名（1．8％）で あ り， 5〔〕歳以下

で は692 名中 18名 （2．6％ ）， 50歳以 Lで は 593名中 6名

（L 〔｝％） で あっ た．
一・

方 ， 坂 上 地区 で は 387名中 1 名

N 工工
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（0．3％）に の み み ら れ ，
こ れ は 50歳以下 139名の う ちの

1例 （O．7％）で あ り50歳 以 Eで は ／名 もみ られ な か っ

た．す な わ ち ， ア ン ケー ト調査 に よ る八 丈島で の ス ギ

花粉症患者は全体 で み る と1．5％で あ り， 50歳以
．
ドの 例

で は 2．3％ で あ る の に 対 して 50歳以一ヒの 例 で は 0．7％ と

低率で あ っ た．

4．有症状者 に お け る ス ク ラ ッ チ テ ス ト成績 （Table

6）

　 ア ン ケ …
ト調査 回収結果，春先 の 症状 の うち

一
っ で

も 「は い 」 と答え た す べ て の例 に 対し て検査 日 を あら

か じ め 郵送 に て 知 らせ て お き，合計 3 回 （坂下地 区平

成 3 年 3 月21日 お よ び 4 月21 日，坂上地区平成 3 年 9

月22印 現地 に お もむ き ス ク ラ ッ チ テ ス トお よ び採血

を行 っ た．ス ク ラ ッ チ テ ス トα）判定は ス ク ラ ッ チ研究

班 の 基準
4〕

に よ り行 っ た．

　受検者数 は坂
．
ド地区 で は 147名 （男性 65名，女性 82

名），坂上地区 で は27名 （男性 9名，女性 18名 ）で あ P ，

平均年齢は坂下地区で tt　l．5歳 （男性 52．5歳 ， 女性 50．5

歳），坂 上 地区で 54．2歳 （男性 56．3歳，女性 52，6歳）と

有 意 の 差 は な い も の の ， や や 坂 上 地 区の 例が 高齢で

あ っ た ．

　 ス ク ラ ッ チ 陽 性 者 数 は ス ギ で 坂 下 地 区ユ5名

（10．2％）， 坂一．Ll地 区 1名 （3．7％）と坂下地 区 で 高率 で

あ P，また ハ ウ ス ダ ス トで は坂下地 区で 34名 （23，1％）

で あ り， 坂上 地区で は 1例 もみ ら れ な か っ た ．これ ら

の うち，坂下地 区で の 10例 が ス ギ花粉 とハ ウス ダス ト

の 両者 で 陽性 を示 した ．カ モ ガ ヤ で の 1場性 者 は
一．．・

人 も

い なか っ た ．

5．有症状者に お け る 血清 IgE レ ベ ル と RAST 　 score

（Table　7）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

木原 令夫他 11／7

Table　3　The　numl ）er　of 　respondel1 亡s　with 　nasal

　　　　　symptoms 　ill　early 　Spring

Table　5　Estiination　of 亡he　 Ilし1M 】っer 　of 　patients 、vith

　　 ．／4ραηβS召 cedax 　poHinosis　in　Ilachijyojima
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Saka51tu 　d1S仁rlct （5〔）y

3nasal 　 symptoms

　 　 　 †
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1
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巨
ω

山
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［
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ト
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．
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Table　4
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　 　 　 →

2eye 　syLnptQlnsTotal

蹴
248

．　−

1〆387（o．3％〉
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名中ユ9名 （12，9％），ハ ウ ス ダス トが 18名 （12、2％），

ダニ が29名 （19．7％） で あ り， 坂上地 区で は 27名中ス

ギ が 2名 （7．4％），
ハ ウ ス ダ ス トが 3 名 （／工．1％），ダ

ニ が 4名 （14．8％） で あ っ た．ス ギの 陽性者で は ハ ウ

ス ダス ト，ダ ニ に も陽性 で あ っ た 例 は坂下 で 7例 ， 坂

上 で 1例 で あ り， ス ギ と ダニ に 陽性だ っ た例は坂 下 で

2例認め た．受検者数に 開きが あ る も の の 坂下地区 で

の ス ギ陽性例 は 坂 上 地 区 に くら べ て 高率を示 した が有

意 の 差 で はなか っ た．

6。ス ギ 花粉 飛 散数 測 定結果 （Fig．2）

　坂下地区 の 町立 八 丈病院屋上 で は 2 月］：3H か ら少量

の 飛 散 が あ り2〔〕日 に は11個／cm1 の ，27H に は23個／

cln2 ，
29目 に は42個ん m2 が 計測 され ， そ の後や や 減少す

る も 3 月 6 日 に は 最高の 74個／

／
cm2 が 計測 され ， 10口 か

ら 工2日 ま で は40個／Cm2 以 上 の Hが 続 き，／9日 の 29個／

cm2 を最後 に 以後 ほ と ん ど飛散は み られな か っ た．坂

上地区 で は全体 に 坂下 に比 べ て そ の 数 は 少ない もの 概

ね 同様の ピーク を 示 し ， 2 月27日 に は 13個／ClnZ，3 月

1 日， 2 日，4 「］に は 10個／cln2 で あ り ， 6 ［に は 最高

の 127個〆cm2 が 測定 さ れ た．以 後， 3 月12日 に 36個！

cm2 ， 11冂 に21個／Cm2 で あ り ，
　 lgn の 18個／cmz を最後

と し て そ の 後は ほ とん ど計測 さ れ な か っ た．

考 　察

　受検者数は ス ク ラ ッ チテ ス ト施行例 と同数 で あ り，

坂下 地 区147名， 坂 一E地 区27名で あ る．血清 IgE値 は 坂

下地 区 で 平均 67．O± ISD で あ り，

一
方 坂 上 地 区 で は

91．8± LSD で あ り両地区間 で の 有意の 差 は 認 め ら れ

な か っ た．

　IgE　RAST 　score 　2以一ヒの 例 は坂下地 区で ス ギ が L47

　海洋性気象条件下 に あ る離島 に お ける ス ギ 花粉調査

の 手始 め と して ，わ れ わ れ は ，伊 豆 大島住民 を対象 と

し て ア ン ケート調査 を行 っ た 結果，推定 ス ギ花粉症 は

5．6％ で あ る と結論 した．今同 は，伊豆七島最南 の 八 丈

島の 住民 に 対 し て ，伊 豆 大島の 時 と 同様 の 方法 に て 調

査 を 行 っ た．
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Table 　6　Resu 】ts　of 　scra ！ch 　tests　in　 symPtO ］TIEItic　 subjects

　 　 　Sakasi［a　distr｛ct

Male 　　　　　　　11＝65

　　　　　 15−93y （52 ．5y）
Fema ［C 　　　　 11＝82

　　　　　 16−84y（50．5y）

TotuI 　 n ＝14715

　S）3y （51．5y）

Saknue 　district

Male

Female

　 n ；943

−74y〔56．3y）
　 ll＝一・1832

　77y（52，6y）

Tota1 　 n ．．2732

　77y（54，2y）

Japanese
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厂1’able 　7　Serum 　IgE　le丶」el　and 　IgE　RAST 　 score 　in　symptomatic 　patients

旨

1 Sakasita　disしricl Sakaue　disLrlct
　　　　　　−．

　　　　　　　　　　　　　「

Serum 　lgE 67．〔〕 lSI〕（meal1lSD ） 91．8lSD 〔mcan ！SD）
．

RASFIlSCO1
℃

Japallese
　cedar

H ．D ， Mite RASTscore Japanesc
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II，D． Mite
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5 4 o 〔1 2 4 σ 〔［ 1
缶

SCOre　 2＜ 11／82 w82 16〆82lSc 。 re2 ＜

ト
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Total 13．4％ エ2．2％ 19．5％ l　 Total 1L1 ％

．
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　八 丈島 は 東京の 南方洋．ヒ290km に あ る 火山島 で ，東

京都八 丈支庁 八 丈 町
．
に 属 す る伊 豆 七 島の

一
つ で あ る．

島 の 面積 は 6952ha と大島に次い で 大 き く， 亜熱帯海洋

性気候 を 呈 し年平均気温 は 18．1度 C で あ り ， 最低 の 1
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　 Fig．2．　 C刎μ o鋒 z8擁rz　iaPonica　pollen　counts 　 alユd　daily

weather 　from　February　ll　to　March　3ユ，1992．

月で も10．2度 C と暖か く観葉植物 の 栽培が 盛ん な島

で ある．八丈島 は Fig．3 に 示 したように やや細長 く，

島の 北西 に は 八 丈富士 （854．3M ， 西山 と も称す ）が ，

南東に は三 原 山 （700．9M ，東LIJと も称す 〉の 二 つ の 複

式 コ ニ
ー

デ型火山が あ り，雄大 な裾野 に は 東京 と 1時

間 で 結 ばれ る 八 丈空港が あ る．そ して こ こ に は 大 賀郷 ，

三根 とい う最 も人 口 の 多 い 地域 が あ り坂下地 区 と呼 ば

れ る．二 つ の 山 の 回 りに は 周遊道路 が走 っ て お り，南

東の 三 原山 の 南に 樫立 ， 中之 郷 ， 末
．
占と い っ た 坂．ヒ地

区 が 存在 す る．

　八 丈島 に お け る 植林面積 は 4088ha で あ り ， 森林比率

は約59％と大島に比べ て や や多 い ．この うち ス ギ植林

面檀 は 428ha と森林全体 の 約 10％ に 値 し，大 島 の ス ギ

植林面積223ha
， 植林比 率 4 ％ と 比 べ る と 八 丈島の ほ

う が ス ギ の 占め る割合は 大 き い ．

　 ア ン ケ ー ト調査 に よ っ て ス ギ花粉症 を 推定 す る 場

合， 石 崎 ら脚ま鼻痞状 （鼻水，く し ゃ み ， 鼻 づ ま り）と

目の 症状 （涙，か ゆ み 〉を同時 に 有す る例を完備型 と

して お り，わ れ わ れ もそれ に 従 い 集計 した と こ ろ，坂

下地区 で 1．8％，坂 七地区 で 0．3％．全体 で は 1．5％ とい

う結果を得 た ． こ の 数値 は こ れ ま で に 各地 で 報告 さ れ

た 頻度 よ り明 ら か に 低 値 で は あ る も の の
5）
’8）

，
ス ク

ラ ッ チ テ ス トお よ び ア レ ル ギー学的血液検査 に よ っ て

明 らか な 陽 1生者が存在 した と い う こ と は ， た と え頻度

が低い と は い え本土 か ら遥 か 遠方 の 八 丈島 に お い て も

ス ギ 花粉 に よ っ て 悩 ま さ れ る 患者の 存在が 明 らか に さ

kした とい え よ う．

　今 回，ア ン ケ ートで ス ギ 花粉症 と推定 さ れ た 25名中

11名 の み が ス ク ラ ッ チ テ ス ト と IgE検査 を受け て い

る が ，結果 は ス ギ の RAST 　score 　1が 1名，2 が 3名，

3が 工名 で あり， こ の う ちス ク ラ ッ チ テ ス トも同時 に

陽性だ っ たの は 3名 で あ り， ス ク ラ ッ チ の み 陽性 だ っ

た 例 が 1名 で あ っ た． こ の こ と は ア ン ケ ートで 完備型

と考え られ た例の すべ て が 花粉症 と は い い きれず，ア

ン ケ
ー

ト調査 に よ っ て 頻 度を推定す る こ と の 困難 さ を

認識せ ざ る を え な い ．しか し
一

方で は ， 受検者総数i74

名中 RAST 　score 　2以 上 の 2ユ名の う ち ア ン ケート完備

型 の 4 名 を 除 く17名 は，春先 に 何 らか の 症状 を有す る

もの の ア ン ケ ートで は ス ギ花粉症 と推定 され な か っ た

例で あ る こ と か ら ， ア ン ケ ートで の 推定頻度よ り も多

くの 花粉症 患者 が 存在 す る可能性 も否定 は で き な い ．

　大島の 調 査 で は ， ア ン ケ ートに 回答 し な か っ た 人 た

ち は 無症状 で あ る こ と か ら こ そ 回答 し な か っ た 可能性

があ る と考 え，電話帳 か ら ラ ン ダム に 100名 を選び 口 答
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　Fig．3，　 Map 　 of 　Hachijyojima　 showing 　thc　 sites 　 of 　Japallese　 cedar 　 for巳sls ，
represer ユted　by　the　shaded 　areas ．

　○ ：Sitas　where 　 atmospheric 　poU 巳n　co しlnts 、vere 　measured ．

　 〈 ：Sites  f　I’nain 　meuntains 　in　Hachijyojima．

で の 調査 を行い
， そ の結果 とア ン ケ ートか ら得た結果

を合 わ せ て 入 匚］に 対す る 頻度を推定 し た．結果 は ア ン

ケート成績 （4．7％）よ り もむ しろ 口 答 で の 頻度 の ほ う

が 多少高 く（6．7％），全大島住民 に お け る割合は 5．6％

で あ っ た．必ず し も口 答 で の 調査 が ア ン ケ ートよ り頻

度が 高い と い う証拠 は な い もの の ， 今 回 は ア ン ケート

調 査 の み で そ の 頻度 を推定 し た．す な わ ち， こ こ で 重

要 な こ と は数値の 微 々 た る大小 よりも，実際 に 八丈島

に お い て ス ギ花粉症 が 存在す る か否か を調 べ る こ とが

本研究の 目的 で あ るか らで ある．

　ま た推定頻度の低 い 理 由の
一

っ と して ，
Fig．1 に示

した ご と く両地区 と も比較 的高齢者 が 多 い とい う こ と

が あげ られ る．こ と に 50歳 以上 の 例 は 坂下地 区 で 約

46％ で あ っ た の に 舛 して 坂上地区 で は約 64％ と 高 く，

そ の た め 坂 下地 区に比 べ て 坂上地 区で の 頻度 が さ ら に

低 か っ た の で は な い か と考 え ら れ た．こ の こ と は，井

一Lら
E）］の 40歳以．ヒで ス ギ花粉抗体保有率は 激減す る と

い う報告や ，石崎 ら
5＞
の 日光， 今市地区で の 調査 に お い

て 罹患率 は 50歳以上 で 減少す る とい う報告，また 秋田

県朿由利 町住民 の ス ギ花粉 IgE抗体検 査 に お い て 笹

嶋 ら 10）は40歳代 以 降 は加齢 と と も に 減少 し ， 8D歳代 で

はさらに 少 ない と の報 告な ど か ら考える と，高齢者 の

多 い 八 丈島 に お け る頻度 の低 さ は 妥当な の か も しれ な

い ．ち な み に 両地区の 50歳以 下 の 831名に お け る頻度は

19名，2．3％で あるの に 対 して ，5〔〕歳以 トの 837名で の

そ れ は 7名 ， 0．8％ と差が み られ て い る．こ の こ と は ，

こ の ような調査 を行 う場 合 ， 対象集団 の 地域特性や年

齢構成 に留意 す べ き と述 べ た 中村 の 意見 m か ら も理解

で き よ う．

　伊 豆 大島の 調査 の 際 ， ス ギ花粉は本土 か ら 飛散 して

き て 症状 を惹 起 す る の で は な い か とい う懸念 も あ っ た

が，実際調 べ て み る と島内 で の 飛散 が 明 らか で あ っ た．
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今 圓 も島 の 2 ヵ 所 （坂
一
ド地 区，坂上地区） に お い て 2

月か ら 3 月末ま で の飛散数を計測し た と こ ろ ， 3 月 6

H に 両地区と も ピーク が み られ，坂 下 で 74個fcmZ，坂

上 で ／27個／cn12 が 測定 さ れ た．こ の 成績 は ，
こ の 年 の

，

国 、T．相模原で の最高285．5個 （2 月29N ）， 埼玉 県坂戸

市 で の 194 ．3個 （3 月 1 目） と比 べ る と少 な い も の の ，

慈恵会医大の最高1〔｝2．2個 （3月 1 日）や 船橋市の東邦

大 で の 最高82．5個 （2 月29 日）よ りは大量 の 飛散数で

あ っ た ．い ずれ に して も，

一
般 に は 20〜50個／cm2 以上

の ス ギ花粉の 飛散 に よ っ て花粉症症状が出 る
12）とい わ

れ て い る こ とか ら ， 八 丈 島 に お け る こ の 花粉量 で も十

分症状 を惹起 しうる と思われる．また 調査を行 っ た 平

成 4年 （1992年） とい う年は ， 佐橋の 報告
13冫に よれば，

1987年か ら ユ996年ま で の 全国26カ 所 に お け る 1 シ
ーズ

ン ご との 飛散総数の 順位 か らみ る と最低 か ら平均 4 番

目の 年で あ っ た． こ の こ とか ら推測 す る と，八 丈島 に

お け る ス ギ花粉調査 は 過去 も現在 も行わ れ て い な い た

め ， わ れ わ れ が 調査 を行 っ た 平成 4 年以外 の 年の 飛散

状況 は 不明 で あ るが ，
こ の 年の 飛散数が例年 と比 べ て

決 して 多 い 年で は な か っ た とす る な ら ば，今回測定し

え た花粉量 は
．
卜分意味の あ る こ と と考え られ る．

　八丈島は
一

年を通し て風速ユ〔〕M を こ え る 日 が しば

しばあ り，そ の 時 に は飛行機が 欠航す る．こ の 風は通

常， 南風 と北風 で あ り，い わ ゆ る春
一

番 とい われる花

粉症 の 発症 に 適し た風 とは 比べ も の に な らな い ほ どの

強風 で あ り，瞬 く間 に 花粉 を海上 に 運 ん で し ま う．し

た が っ て この こ とが八 丈島 に お ける ス ギ花粉症 の 有病

率 を低 い もの に して い る可 能性 も否定 は で き な い ．ま

た ， 都 市部 に お け る ス ギ花粉症 の 増加 の
一

因 に 指摘さ

れ て い る車の 排気 ガ ス の関与
1・一一17）

もほ と ん ど考 え ら

れず，住民 に 高齢者が 多い こ と と同様に有病率 の低 さ

を反映 して い るか もしれ な い ．

　 い ずれ に して も東京 か ら は る か 離れた 大海 の 孤島に

お い て もス ギ花粉症が見出さ れ た こ と は意義深 い もの

で あ り，地域医療上留意す べ き こ とで あ る と考え られ

た．

結　語

　1．八 丈島 （東京都 八 丈町）住民 の う ち坂 下地 区 （三

根， 大賀郷） お よ び坂 と地区 （樫立 ， 末吉 ， 中之郷）

に お け る15歳以上 の 79tl．6名 を対象と して ス ギ花粉症 の

ア ン ケート調査 を行 っ た と こ ろ 回収率 は21．3％で あ っ

た．

　2．鼻水， く し ゃ み ， 鼻づ ま りお よ び熱 っ ぽ さ の うち

三 つ 以 上 の鼻症状を有 し，か つ 涙 お よ び 目の か ゆ み の

二 つ を同時 に 有す る例 は 坂下地区で 1．8％ ，坂上地区で

0．3％で あ り， ア ン ケート調査 に よ る八 丈島に お け る ス

ギ花粉症患者 は お よ そ 1．5％ と推定 さ れ た．

　3，ス ギ花粉症が疑 わ れ た 例に 対 し て 行 っ た ス ク

ラ ッ チ テ ス トで は ， ス ギ抗原陽性例 は9，2％で あ り，

IgE　RAST 　score 　2以 上 の 例 は 12，1％ に 認 め ら れ た ．

　 4．平成 4 年 2 月 1／　rlか ら lt月31日まで の 最高 ス ギ

花粉飛散 数 は 坂
一
ド地 区 で 3 月 6 日 に 7・1個／cm1 で あ り，

坂上地区で は 同 口の 127個／cm2 で あ っ た．

　本研 究 の
一

部 は第41回 日本 ア レ ル ギー学 会総会 に て 発 表

した．こ の 研究に あた り快 く趣旨を ご理 解 い た だ い た 東京

都 八 丈 町長 奥 山 日出男 氏，な ら び に 終始 多大 な ご協 力 い た

だ い た八 丈 町 役場 の 皆 さ ん に 心 よ り感 謝 い た し ます．ま た ，

データの 幤 理 を行 っ て くれ ま した研 究助 手 の 島 田 清 美 さ ん

に深謝 い た し ます．
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RESULTS 　OF 　A　SURvEY 　OF 　JAPANESE 　CEDAR 　POLLINOSIS 　IN　HACHIJYOJIMA
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　　We 　perforrned　a 　questionnaire　survey 　of　Japanese　cedar 　pollinosis　amon9 　7，9．　46　residents 　of　tlユe
Sakashita　regi （m 〔Mitsune，　Ogago）and 　Sakaue 　region （Kashidate ，　Sueyoshi，　Nakanogo ｝of 　Hacbijyojima
who 　were 　a 亡least　l5　years　of　age ．　The 　response 　rate 　was 　21．3％．　The　percentage 　of　respondents 　who

reported 　three ⊂｝r　In 〔〕re 　 nasal 　symptoms 　conctlrrell 仁ry 　wlth 　tw ⊂レ ocular 　symptoms 　in　early 　spring （from　thc

end 　of　February　to　the　end 　of 　March ）was 　I．8％ in　the　Sakashita　region 　and 　O．3％ in　the　Sakaue　region ，

AbuuU ．5％ of 　Hachijyojima　residents 　were 　suspected 　to　have　Japanese　cedar 　pollillosis．　On　scratch 　tests

of 　symptomatic 　s　ubj 　ects，9，2％ showed 　positivc 　reac 亡i（レns　for　Japanese　cedal ’
antigen ，　and 　l2．1％ had　an

IgE　RAST 　score 　of　20r 　more ．　The 　peak 　Japanese　cedar 　pollen　concentra 亡ioll　between　February　ll　and
March 　31，1992　was 　74／cm20n 　March 　6　in　the　Saka ＄hita　regiorl 　and 　127／ci’n20n 　the　same 　day　in　the

Sakaue　reg 童on ．

　　This　survey 　confirmed 　the　pre5ence 　of　a　low 　illcidence　ofJapallese 　cedar 　pollinos　is　in　Hachijyoji］
．
na ，

an 　isolated　island　290　kin　from　Tokyo ．
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